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　地球上の元素資源の埋蔵量は有限です。ところが、レアメタルやレアアースの需要は今後も増え続け、数十年後
には多くの元素の供給ができなくなると危惧されています（右の図）。そのうえ、元素資源は地球上のどこからでも
産出するわけではなく、地域的にいちじるしく偏っています（下の図）。
　元素資源の需要と供給のバランスをいかにしてとっていくかが、今世界共通の課題となっています。その解決に
向けて、資源の全地球的な循環と、環境に負荷をかけない革新的な元素の利用技術の開発が求められています。

出典：国際周期表年2019に向けて European Chemical Society(EuChemS)によって出版された周期表、https://www.euchems.eu/euchems-periodic-table/、を基に作成
謝辞（情報提供）：Professor David J. Cole-Hamilton, University of St. Andrews, UK

この図では産出量が世界の10％以上ある国を示している。

出典：アメリカ地質研究所 United States Geological Survey   (USGS) 「MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2020 」、独立行政法人 石油天然ガス･金属鉱物資源機構（JOGMEC） 「鉱物資源マテリアルフロー 2019」　謝辞（制作協力）：中山智弘、宮下 哲（JST研究開発戦略センター）
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□□  P2-3で紹介した各部品材料の構成元素に含まれるレアメタル、レアアース。“重要元素資源の産出国とそのシェア”マップ中に該当元素の
産出量を円柱の高さで示す。

An アクチノイド

地球に寄り添うものづくりへ 天然元素のアラートシグナル

重要元素資源の産出国とそのシェア
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■ 100年以内に深刻な枯渇が懸念　■ 使用量が増えると枯渇が懸念
■ 入手が限られており、将来の供給に不安あり　
■ 現在の使用量に対しては十分な供給あり　□ 人工元素

Ln ランタノイド
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